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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　絨毯、畳、床、壁等の被清掃面に付着している塵埃の掻き取り、掃き取り、あるいは拭
き取りをする為の掃除機用床ノズルの回転清掃体において、前記回転清掃体は回転駆動す
る回転ブラシと、回転移動することにより被清掃面にたいする接触平面を切り替えられる
断面略直角形状の直交した２方向の接触平面を有する壁体とからなり、該壁体は前記回転
ブラシの外周面の近傍に位置するよう取り付けられてあると共に、該壁体の前記断面略直
角形状の直交した２方向の接触平面に塵埃を除去するための通風孔が形成されてあること
を特徴とする掃除機用床ノズルの回転清掃体。
【請求項２】
　請求項１記載の構成よりなる掃除機用床ノズルの回転清掃体において、前記壁体は表面
に布帛が形成されてあることを特徴とする掃除機用床ノズルの回転清掃体。
【請求項３】
　請求項１から２記載の構成よりなる掃除機用床ノズルの回転清掃体において、前記回転
ブラシは絨毯、畳、床等の水平面に接触すると共に、前記壁体は壁等の垂直面に接触する
よう構成されてあることを特徴とする掃除機用床ノズルの回転清掃体。
【請求項４】
　請求項１から２記載の構成よりなる掃除機用床ノズルの回転清掃体において、前記壁体
は絨毯、畳、床等の水平面に接触すると共に、前記回転ブラシは壁等の垂直面に接触する
よう構成されてあることを特徴とする掃除機用床ノズルの回転清掃体。
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【請求項５】
　請求項１から２記載の構成よりなる掃除機用床ノズルの回転清掃体において、前記回転
ブラシは絨毯、畳、床等の水平面、及び壁等の垂直面に接触するよう構成されてあること
を特徴とする掃除機用床ノズルの回転清掃体。
【請求項６】
　請求項１から２記載の構成よりなる掃除機用床ノズルの回転清掃体において、前記壁体
は絨毯、畳、床等の水平面、及び壁等の垂直面に接触するよう構成されてあることを特徴
とする掃除機用床ノズルの回転清掃体。
【請求項７】
　吸引力を発生させる電動送風機と、塵埃を捕集する集塵室と、前記集塵室に連通するよ
うに接続される掃除機用床ノズルとを備え、前記掃除機用床ノズルに、請求項１から６の
いずれか１項に記載の掃除機用床ノズルの回転清掃体を配した電気掃除機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、絨毯、畳、床、壁等の被清掃面に付着している塵埃の掻き取り、掃き取り、
あるいは拭き取りをする為の掃除機用床ノズルの回転清掃体、及びそれを用いた電気掃除
機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　絨毯、畳、床、壁等の被清掃面に付着している塵埃の掻き取り、掃き取り、あるいは拭
き取りをする為の掃除機用床ノズルの回転清掃体、及びそれを用いた電気掃除機に関して
は、さまざまな改良がなされ、例えば、吸込具本体の底面に吸込口を前後に並設し、前記
吸込口の一方を、不織布、布、紙等の通気性及び塵埃捕集性を有する拭き部材にて被った
ことを特徴とする床用吸込具が、特開平８－２９４４６９号公報に開示されてある。
【０００３】
　また、被掃除面と対向する下面に吸込口を開口するケース体と、軸方向がこのケース体
の走行方向に対して交差し所定角度で回動可能に軸支された台座部およびこの台座部の下
面に設けられ前記被掃除面と接触して前記被掃除面上の塵埃を拭き取る拭き取り部材を備
え、前記ケース体の下面に臨んで設けられた清掃体とを具備したことを特徴とした電気掃
除機の吸込口体が、特開平１１－１９７０７２号公報に開示されてある。
【０００４】
【特許文献１】特開平８－２９４４６９号公報
【特許文献２】特開平１１－１９７０７２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従来の掃除機用床ノズルの回転清掃体は、上記の如くの開示がなされてあるが、特開平
８－２９４４６９号公報に開示されてある床用吸込具においては、絨毯、畳、床等の水平
な被清掃面にたいしては清掃できるが、壁等の垂直な被清掃面にたいしては前記吸込具の
拭き部材が、前記被清掃面に接触しない為、清掃できないという課題を有していた。また
、吸込口の一方を、不織布、布、紙等の拭き部材にて被ってある為、被清掃面に傷を付け
ることはないものの、絨毯等の毛丈の長い被清掃面に、前記吸込具が接触した場合、不織
布、布、紙等の拭き部材の被清掃面にたいする摩擦抵抗が大きくなり、前記吸込具の操作
性が劣るという課題も有していた。
【０００６】
　また、特開平１１－１９７０７２号公報に開示されてある電気掃除機の吸込口体におい
ては、吸込口本体の走行方向の反転時に従動前輪、及び従動後輪と同様に清掃体が回動し
て走行を補助し、走行性が向上することから、前記吸込口体の操作性には優れているもの
の、拭き取り部材を設けた清掃体は回動しても、床等の水平面と壁等の垂直面との直角部
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には、前記清掃体が接触しない為、塵埃の拭き取り効果が十分ではなく、多様化する被清
掃面の形態に、十分に対応できないという課題を有していた。
【０００７】
　本発明は、上記のような課題を解決する為になされたもので、多様化する被清掃面の形
態、及び塵埃の形状や種類に対応して、一台の掃除機用床ノズルで、塵埃の掻き取り、掃
き取り、あるいは拭き取りができると共に、回転清掃体の被清掃面にたいする接触面を切
り替えることにより、絨毯、畳、床等の水平面、及び壁等の垂直面の２方向にたいする清
掃を同時に行い、確実に塵埃を除去することができる掃除機用床ノズルの回転清掃体、及
びそれを用いた電気掃除機を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　そして、本発明は、上記目的を達成する為に、第１の課題解決手段は、回転清掃体は回
転駆動する回転ブラシと、回転移動することにより被清掃面にたいする接触平面を切り替
えられる断面略直角形状の直交した２方向の接触平面を有する壁体とからなり、該壁体は
前記回転ブラシの外周面の近傍に位置するよう取り付けられてあると共に、該壁体の前記
断面略直角形状の直交した２方向の接触平面に塵埃を除去するための通風孔が形成されて
ある構成としたものである。
【０００９】
　また、第２の課題解決手段は、前記壁体は表面に布帛が形成されてある構成としたもの
である。
【００１０】
　また、第３の課題解決手段は、前記回転ブラシは絨毯、畳、床等の水平面に接触すると
共に、前記壁体は壁等の垂直面に接触するよう構成されてあるものである。
【００１１】
　また、第４の課題解決手段は、前記壁体は絨毯、畳、床等の水平面に接触すると共に、
前記回転ブラシは壁等の垂直面に接触するよう構成されてあるものである。
【００１２】
　また、第５の課題解決手段は、前記回転ブラシは絨毯、畳、床等の水平面、及び壁等の
垂直面に接触するよう構成されてあるものである。
【００１３】
　また、第６の課題解決手段は、前記壁体は絨毯、畳、床等の水平面、及び壁等の垂直面
に接触するよう構成されてあるものである。
【００１４】
　また、第７の課題解決手段は、吸引力を発生させる電動送風機と、塵埃を捕集する集塵
室と、前記集塵室に連通するように接続される掃除機用床ノズルとを備え、前記掃除機用
床ノズルに、第１の課題解決手段から第６の課題解決手段のいずれか１項に記載の掃除機
用床ノズルの回転清掃体を配した電気掃除機としたものである。
【００１５】
　上記第１の課題解決手段による作用は、次の通りである。すなわち、回転清掃体は回転
駆動する回転ブラシ、及び回転移動することにより被清掃面にたいする接触面を切り替え
られる略直角形状の壁体からなり、前記壁体は前記回転ブラシの外周面の近傍に位置する
よう取り付けられてある為、被清掃面の形態により、別の掃除機用床ノズルを使用するこ
となく、一台の掃除機用床ノズルで、塵埃の掻き取り、掃き取り、あるいは拭き取りがな
され、回転清掃体の被清掃面にたいする接触面を迅速に切り替えることにより、絨毯、畳
、床等の水平面、及び壁等の垂直面の２方向にたいして、塵埃が同時に除去される。
【００１６】
　また、第２の課題解決手段による作用は、前記壁体は表面に布帛が形成されてある為、
布帛により、絨毯、畳、床等の水平面、及び壁等の垂直面の塵埃の拭き取りがなされる。
【００１７】
　また、第３の課題解決手段による作用は、前記回転ブラシは絨毯、畳、床等の水平面に
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接触すると共に、前記壁体は壁等の垂直面に接触するよう構成されてある為、回転ブラシ
により、絨毯、畳、床等に付着している塵埃の掻き取り、あるいは掃き取りがなされると
同時に、壁体により、壁等に付着している塵埃の拭き取りがなされる。
【００１８】
　また、第４の課題解決手段による作用は、前記壁体は絨毯、畳、床等の水平面に接触す
ると共に、前記回転ブラシは壁等の垂直面に接触するよう構成されてある為、壁体により
、絨毯、畳、床等に付着している塵埃の拭き取りがなされると同時に、回転ブラシにより
、壁等に付着している塵埃の掻き取り、あるいは掃き取りがなされる。
【００１９】
　また、第５の課題解決手段による作用は、前記回転ブラシは絨毯、畳、床等の水平面、
及び壁等の垂直面に接触するよう構成されてある為、回転ブラシにより、絨毯、畳、床等
の水平面、及び壁等の垂直面に付着している塵埃の掻き取り、あるいは掃き取りが同時に
なされる。
【００２０】
　また、第６の課題解決手段による作用は、前記壁体は絨毯、畳、床等の水平面、及び壁
等の垂直面に接触するよう構成されてある為、壁体により、絨毯、畳、床等の水平面、及
び壁等の垂直面に付着している塵埃の拭き取りが同時になされる。
【００２１】
　また、第７の課題解決手段による作用は、吸引力を発生させる電動送風機と、塵埃を捕
集する集塵室と、前記集塵室に連通するように接続される掃除機用床ノズルとを備え、前
記掃除機用床ノズルに、第１の課題解決手段から第６の課題解決手段のいずれか１項に記
載の掃除機用床ノズルの回転清掃体を配した電気掃除機としたものである為、極めて確実
に塵埃が除去される。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明の掃除機用床ノズルの回転清掃体、及び電気掃除機は、一台の床ノズルで塵埃の
掻き取り、掃き取り、あるいは拭き取りができ、絨毯、畳、床等の水平面、及び壁等の垂
直面の２方向にたいして同時に清掃することが可能であり、確実に塵埃を除去することが
できる非常に優れたものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　第１の発明は、回転清掃体は回転駆動する回転ブラシ、及び回転移動することにより被
清掃面にたいする接触面を切り替えられる略直角形状の壁体からなり、前記壁体は前記回
転ブラシの外周面の近傍に位置するよう取り付けられてある為、被清掃面の形態により、
別の掃除機用床ノズルを使用することなく、一台の掃除機用床ノズルで、塵埃の掻き取り
、掃き取り、あるいは拭き取りがなされ、回転清掃体の被清掃面にたいする接触面を迅速
に切り替えることにより、絨毯、畳、床等の水平面、及び壁等の垂直面の２方向にたいし
て、塵埃が同時に除去される。その為、被清掃面の形態、及び被清掃面に付着している塵
埃の形状や種類に応じて、効率的に塵埃を除去することができると共に、清掃に費やす時
間の短縮を図ることができる。
【００２４】
　第２の発明は、前記壁体は表面に布帛が形成されてある為、布帛により、絨毯、畳、床
等の水平面、及び壁等の垂直面の塵埃の拭き取りがなされる。その為、被清掃面に傷を付
けることなく、塵埃の拭き取り除去ができる。
【００２５】
　また、前記壁体に通風孔が形成されてある場合においては、壁体の表面に形成されてあ
る布帛により拭き取られた塵埃は、通風孔を介して除去されるので、布帛に塵埃が付着す
ることがなく、布帛が汚れることもなく、壁体の清掃機能を長期間に渡って維持すること
ができる。
【００２６】
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　第３の発明は、前記回転ブラシは絨毯、畳、床等の水平面に接触すると共に、前記壁体
は壁等の垂直面に接触するよう構成されてある為、回転ブラシにより、絨毯、畳、床等に
付着している塵埃の掻き取り、あるいは掃き取りがなされると同時に、壁体により、壁等
に付着している塵埃の拭き取りがなされる。その為、回転ブラシが掻き取り、あるいは掃
き取りながら絨毯、畳、床等に付着している塵埃を除去し、壁体が壁等に密着して、付着
している塵埃を拭き取りながら除去するので、塵埃除去性能が飛躍的に向上する。
【００２７】
　第４の発明は、前記壁体は絨毯、畳、床等の水平面に接触すると共に、前記回転ブラシ
は壁等の垂直面に接触するよう構成されてある為、壁体により、絨毯、畳、床等に付着し
ている塵埃の拭き取りがなされると同時に、回転ブラシにより、壁等に付着している塵埃
の掻き取り、あるいは掃き取りがなされる。その為、壁体が、絨毯、畳、床等に付着して
いる塵埃を拭き取りながら除去し、回転ブラシが壁等に付着している塵埃を掻き取り、あ
るいは掃き取りながら除去するので、塵埃除去性能が大幅に向上する。
【００２８】
　第５の発明は、前記回転ブラシは絨毯、畳、床等の水平面、及び壁等の垂直面に接触す
るよう構成されてある為、回転ブラシにより、絨毯、畳、床等の水平面、及び壁等の垂直
面に付着している塵埃の掻き取り、あるいは掃き取りが同時になされる。その為、回転ブ
ラシが絨毯、畳、床等に付着している塵埃を掻き取り、あるいは掃き取り、壁等に付着し
ている塵埃を掻き取り、あるいは掃き取るので、塵埃の掻き上げ性能、すくい上げ性能を
向上させることができる。
【００２９】
　第６の発明は、前記壁体は絨毯、畳、床等の水平面、及び壁等の垂直面に接触するよう
構成されてある為、壁体により、絨毯、畳、床等の水平面、及び壁等の垂直面に付着して
いる塵埃の拭き取りが同時になされる。その為、略直角形状の壁体が、絨毯、畳、床等の
水平面、及び壁等の垂直面に密着して塵埃を拭き取ることができると共に、水平面と垂直
面が交差する直角部にたいしても壁体が密着するので、前記の如くの直角部に付着してい
る塵埃も確実に拭き取り、除去することができる為、塵埃除去性能が飛躍的に向上する。
【００３０】
　第７の発明は、吸引力を発生させる電動送風機と、塵埃を捕集する集塵室と、前記集塵
室に連通するように接続される掃除機用床ノズルとを備え、前記掃除機用床ノズルに、第
１の発明から第６の発明のいずれか１項に記載の掃除機用床ノズルの回転清掃体を配した
電気掃除機としたものである為、極めて確実に塵埃が除去される。その為、集塵性能に優
れた電気掃除機を提供することができる。
【００３１】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。なお、この実施の形
態により本発明が限定されるものではない。
【実施例１】
【００３２】
　図１から図８にて実施例１を示す。図１は、本発明の掃除機用床ノズルの回転清掃体を
搭載した上蓋を除いた掃除機用床ノズルの上面を前面側から見た斜視図である。図１にお
いて、１は掃除機用床ノズル、２は回転清掃体、４は壁体、１０は下蓋、２９は孔部、３
１はモータ、３２はベルト、３６は押さえ車、３７は回転ダイヤル、４７は通風孔、４９
は切り込み部である。図２は、回転清掃体を搭載した掃除機用床ノズルの下面の斜視図で
ある。図２において、３は回転ブラシ、１９は上蓋である。図３は、回転清掃体の展開斜
視図である。図３において、５は清掃体、６はロータ、７は溝部、８は布帛、９は穴部、
３３はプーリー付き軸受け、３４は回転軸受け、３５は軸受け、３８は凸部、３９は凹部
である。図４（ａ）は、掃除機用床ノズルに組み付けられた回転清掃体を正面から見た断
面図である。図４（ｂ）は、軸受けに回転軸受けが挿入された平面図である。図５（ａ）
は、掃除機用床ノズルの上面図である。図５（ｂ）は、図５（ａ）のＺ－Ｚ断面図である
。図５（ｃ）は、回転ブラシと壁体の回転の中心点の位置を示す断面図である。図６（ａ
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）は、本発明の他の実施の形態における掃除機用床ノズルの断面図である。図６（ａ）に
おいて、１１は掃除機用床ノズル、１２は回転清掃体、１３は回転ブラシ、１４は壁体、
１５は清掃体、１６はロータ、１７は通風孔、１８は布帛である。図６（ｂ）は、回転ブ
ラシと壁体の回転の中心点の位置を示す断面図である。図７（ａ）は、本発明の他の実施
の形態における掃除機用床ノズルの断面図である。図７（ａ）において、２１は掃除機用
床ノズル、２２は回転清掃体、２３は回転ブラシ、２４は壁体、２５は清掃体、２６はロ
ータ、２７は通風孔、２８は布帛である。図７（ｂ）は、回転ブラシと壁体の回転の中心
点の位置を示す断面図である。図８（ａ）は、本発明の他の実施の形態における掃除機用
床ノズルの断面図である。図８（ａ）において、５１は掃除機用床ノズル、５２は回転清
掃体、５３は回転ブラシ、５４は壁体、５５は清掃体、５６はロータ、５７は通風孔、５
８は布帛である。図８（ｂ）は、回転ブラシと壁体の回転の中心点の位置を示す断面図で
ある。
【００３３】
　掃除機用床ノズル１は、図１、及び図２の如く、回転ブラシ３、及び回転ブラシ３の外
周面の近傍に位置するよう設定されてある略直角形状の壁体４からなる回転清掃体２が組
み付けられてある。回転ブラシ３は、ベルト３２を介して掃除機用床ノズル１の下蓋１０
に内蔵されたモータ３１により回転駆動される。ベルト３２の上部には押さえ車３６が設
けられてある。また、壁体４の一端には回転ダイヤル３７が設けられてあり、回転ダイヤ
ル３７を回すことにより、壁体４は回転移動する。また、回転ダイヤル３７の外周面には
、等分４箇所の孔部２９が形成されてある。さらに、回転ダイヤル３７の外周面には、掃
除機用床ノズル１の下蓋１０と上蓋１９が装着される切り込み部４９が設けられてある。
なお、壁体４の回転移動の方法としては、前記の如くの方法以外に、レバー等を用いた方
法でも良い。
【００３４】
　回転清掃体２は、図３の如く、回転ブラシ３、及び壁体４から構成されてある。
【００３５】
　回転ブラシ３は、アルミニウム等の金属材料からなり外周面の長手方向に均等に４本の
溝部７を外方に開口するように設けたロータ６、及び一端が溝部７に嵌合装着される清掃
体５からなる。溝部７の断面形状は、ロータ６の全長に渡って、一定の略いちょう型で、
外周開口を内部にたいして狭くなるように形成されている。また、回転ブラシ３を構成す
る溝部７、及び清掃体５は、ロータ６の長手方向の軸の周りに捩りを加えた螺旋状にて形
成されてある。また、ロータ６は、真っ直ぐに押出し成形した後、ロータ６の長手方向の
軸の周りに捩り加工を加えて製作されてある。また、ロータ６の製作方法は、アルミニウ
ム等の金属材料を押出し成形によって、直線状に真っ直ぐの状態に形成して、使用する方
法も採用できる。また、ロータ６の製造方法としては、上記の他に、捩り押出し成形によ
り、所定の螺旋形状を一度に形成する方法もある。さらに、合成樹脂であれば、射出成形
によって、ロータ６を完成させても良い。ロータ６の材質としては、アルミニウム等の金
属材料の他、合成樹脂、ゴム系のエラストマー、木材等を適宜選択できる。製造方法に関
しても、上記方法に拘らず、目的の形状を完成できる方法であれば何ら差し支えなく採用
される。また、本実施の形態においては、ロータ６を螺旋形状で説明しているが、勿論、
捩っていない状態で使用しても良い。また、清掃体５は、ナイロン、ポリエステル等のフ
ィラメント、ゴム系のエラストマー、合成樹脂発泡体等の軟質材、布帛等、材質や形状は
、特に限定されるものではなく、使用目的に応じて、適時、設定できる。
【００３６】
　壁体４は、略直角形状であり、アルミニウム等の金属材料、ポリオレフィン等の合成樹
脂材料、紙等からなり、表面には布帛８が形成されてあり、両端には穴部９が形成されて
ある。布帛８は、織布、不織布、編布等、材質や形状は、特に限定されるものではなく、
使用目的に応じて、適時、設定できる。また、壁体４の表面にたいする布帛８の形成方法
は、接着、溶着、ネジ止め等が採用されるが、前記の如くの形成方法に限定されるもので
はなく、適時、設定できる。また、壁体４には、布帛８が拭き取った塵埃を除去する為の
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通風孔４７が設けられてある。通風孔４７の形状は、特に限定されるものではなく、適時
、設定できる。
【００３７】
　また、布帛８の替わりに、ゴム系のエラストマーや合成樹脂発泡体等の軟質材、ティッ
シュペーパー等、被清掃面に傷を付けない材質であれば何ら差し支えなく、採用すること
ができる。さらに、前記の如くの布帛８等を壁体４の表面に形成することなく、壁体４の
表面にシリコーン加工やフッ素加工等を施すことにより、壁体４を使用しても良い。
【００３８】
　次に、回転清掃体２の組み付けについて説明する。壁体４は、穴部９に回転ブラシ３の
両端が挿入されることにより、回転ブラシ３の外周面の近傍に位置するよう設定される。
回転ブラシ３を構成するロータ６の一端には、圧入されるボールベアリング状の転がり軸
受けである回転軸受け３４が設けられ、回転軸受け３４は、軸受け３５の一端に挿入され
る。そして、軸受け３５の一端に設けられてある凸部３８が、壁体４の一端に設けられて
ある凹部３９に挿入され、回転ダイヤル３７が軸受け３５に被せられる。一方、ロータ６
の他端には、圧入される回転軸受け３４が設けられ、回転軸受け３４は軸受け３５の一端
に挿入され、さらに、圧入されると共に、モータ３１で駆動されるベルト３２が張架され
るプーリー付き軸受け３３が設けられてある。そして、軸受け３５の一端に設けられてあ
る凸部３８が、壁体４の一端に設けられてある凹部３９（図示せず）に挿入され、回転ブ
ラシ３と壁体４は一体化し、回転清掃体２として構成される。そして、回転清掃体２は、
壁体４の一端に取り付けられてある回転ダイヤル３７の外周面に設けられてある切り込み
部４９に、下蓋１０、及び上蓋１９が装着され、挟み付けられて、掃除機用床ノズル１に
組み付けられる。回転清掃体２の他端は、回転ブラシ３を構成するロータ６に圧入された
プーリー付き軸受け３３が、ベルト３２を介してモータ３１に張架されることにより支え
られる。
【００３９】
　次に、図４（ａ）、及び図４（ｂ）を用いて、本発明の実施の形態における掃除機用床
ノズル１の回転清掃体２を構成する回転ブラシ３、及び壁体４の回転の仕組みについて説
明する。壁体４は、回転ダイヤル３７を回転することにより、被清掃面にたいする接触の
位置が設定される。すなわち、回転ダイヤル３７の外周面には、等分４箇所の孔部２９が
設けられてあり、下蓋１０に設定されてあるボールプランジャー（図示せず）が、回転ダ
イヤル３７の回転に伴い、孔部２９に挿入され、位置決め固定される。その為、壁体４は
回転ダイヤル３７を右回転、あるいは左回転することにより、９０°毎に回転移動し、被
清掃面にたいする接触の位置を設定することができる。また、前記の如くの方法以外にも
、ラチェット機構等を使用して、前記と同様の位置決めをしても良い。また、壁体４は、
一端に取り付けられてある回転ダイヤル３７の外周面に設けられてある切り込み部４９に
、下蓋１０、及び上蓋１９が装着され、挟み付けられて、掃除機用床ノズル１に組み付け
られてあるので、壁体４の回転の中心線であるＸ１は、壁体４が回転移動しても常に一定
であり、軸受け３５、及び回転ダイヤル３７の中心点であるＸ６と同一点上にある。一方
、回転ブラシ３は、上記の如く、ロータ６の両端に圧入された回転軸受け３４が軸受け３
５に挿入されている。軸受け３５の内周の中心点であり、且つ回転軸受け３４の中心点で
あるＹ６は、図４（ｂ）の如く、軸受け３５の外周の中心点であるＸ６より４５°偏心し
た位置にある。その為、回転ブラシ３の回転の中心点と一致する回転軸受け３４の中心点
Ｙ６と、壁体４の回転の中心点と一致する軸受け３５の中心点Ｘ６とは同一位置上にない
ことから、回転ブラシ３と壁体４は一体化しているものの、回転ブラシ３の回転の中心線
Ｙ１は、壁体４の回転の中心線Ｘ１とは異なる位置において設定することが可能となる。
また、回転ブラシ３は、壁体４と一体化しているので、壁体４が９０°毎に回転移動する
と、回転ブラシ３の回転の中心点Ｙ６は、壁体４の回転の中心点Ｘ６を中心にして９０°
毎に回転移動する。また、回転軸受け３４の外周面は挿入された軸受け３５の内部壁面に
当接して固定されている。そして、ロータ６は、上記の如く、プーリー付き軸受け３３、
及びボールベアリング状の転がり軸受けである回転軸受け３４が圧入されている。その為
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、回転ブラシ３は、モータ３１が駆動することにより、回転ブラシ３の回転の中心線Ｙ１
を中心にして回転自在に回転駆動する。そして、上記の如く、ベルト３２の上部に設けら
れてある押さえ車３６により、ベルト３２が押さえられることから、回転ブラシ３の被清
掃面にたいする平行度が保たれる。前記の如くの仕組みにより、回転ブラシ３の回転の中
心線Ｙ１と壁体４の回転の中心線Ｘ１は同一線上ではなく、異なる位置に存在することが
できるので、回転ブラシ３、及び壁体４は一体化していても被清掃面にたいして同時に接
触させることが可能となる。
【００４０】
　次に、図５（ａ）、図５（ｂ）、及び図５（ｃ）を用いて、本発明の実施の形態におけ
る掃除機用床ノズル１の回転清掃体２を構成する回転ブラシ３、及び壁体４による被清掃
面にたいする接触状態、及び被清掃面に付着している塵埃の除去の仕組みについて説明す
る。図５（ａ）、及び図５（ｂ）の如く、回転ブラシ３は清掃体５が絨毯、畳、床等の水
平面に接触し、壁体４は布帛８が壁等の垂直面に接触するよう設定されてある。すなわち
、図５（ｃ）の如く、布帛８が表面に形成された壁体４の一辺の高さをｘ２とすると、壁
体４の回転の中心点であるＸ２は、一辺の長さがｘ２の仮想正方形の対角線の交点と一致
する。また、回転ブラシ３の回転の中心点であるＹ２は、一辺の長さがｘ２の仮想正方形
の対角線上にあり、壁体４の回転の中心点Ｘ２より４５°斜め下の後方に位置する。その
為、壁体４の回転の中心点Ｘ２と回転ブラシ３の回転の中心点Ｙ２は異なる位置に存在す
るので、回転ブラシ３は清掃体５が絨毯、畳、床等の水平面に接触し、壁体４は布帛８が
壁等の垂直面に接触することが可能となる。その為、回転ブラシ３は回転しながら、清掃
体５が絨毯、畳、床等に付着している塵埃を掻き取り、あるいは掃き取り、図５（ｂ）の
矢印Ａの吸引風により除去され、壁体４の表面に形成されてある布帛８が壁等に付着して
いる塵埃に密着して拭き取り、図５（ｂ）の矢印Ｂの吸引風により除去される。従って、
掃除機用床ノズル１の回転清掃体２により、被清掃面の水平面、及び垂直面に付着してい
る塵埃は同時に除去される。
【００４１】
　次に、図６（ａ）、及び図６（ｂ）を用いて、本発明の他の実施の形態における掃除機
用床ノズル１１の回転清掃体１２を構成する回転ブラシ１３、及び壁体１４による被清掃
面にたいする接触状態、及び被清掃面に付着している塵埃の除去の仕組みについて説明す
る。図６（ａ）の如く、壁体１４は布帛１８が絨毯、畳、床等の水平面に接触し、回転ブ
ラシ１３は清掃体１５が壁等の垂直面に接触するよう設定されてある。すなわち、図６（
ｂ）の如く、布帛１８が表面に形成された壁体１４の一辺の高さをｘ３とすると、壁体１
４の回転の中心点であるＸ３は、一辺の長さがｘ３の仮想正方形の対角線の交点と一致す
る。また、回転ブラシ１３の回転の中心点であるＹ３は、一辺の長さがｘ３の仮想正方形
の対角線上にあり、壁体１４の回転の中心点Ｘ３より４５°斜め上の前方に位置する。そ
の為、壁体１４の回転の中心点Ｘ３と回転ブラシ１３の回転の中心点Ｙ３は異なる位置に
存在するので、壁体１４は布帛１８が絨毯、畳、床等の水平面に接触し、回転ブラシ１３
は清掃体１５が壁等の垂直面に接触することが可能となる。その為、壁体１４の表面に形
成されてある布帛１８が絨毯、畳、床等に付着している塵埃を拭き取り、図６（ａ）の矢
印Ｃの吸引風により除去され、回転ブラシ１３は回転しながら、清掃体１５が壁等に付着
している塵埃を掻き取り、あるいは掃き取り、図６（ａ）の矢印Ｄの吸引風により除去さ
れる。従って、掃除機用床ノズル１１の回転清掃体１２により、被清掃面の水平面、及び
垂直面に付着している塵埃は同時に除去される。
【００４２】
　次に、図７（ａ）、及び図７（ｂ）を用いて、本発明の他の実施の形態における掃除機
用床ノズル２１の回転清掃体２２を構成する回転ブラシ２３、及び壁体２４による被清掃
面にたいする接触状態、及び被清掃面に付着している塵埃の除去の仕組みについて説明す
る。図７（ａ）の如く、回転ブラシ２３は清掃体２５が絨毯、畳、床等の水平面、及び壁
等の垂直面に接触し、壁体２４は掃除機用床ノズル２１の内部に格納され、布帛２８が被
清掃面に接触しないよう設定されてある。すなわち、図７（ｂ）の如く、布帛２８が表面
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に形成された壁体２４の一辺の高さをｘ４とすると、壁体２４の回転の中心点であるＸ４
は、一辺の長さがｘ４の仮想正方形の対角線の交点と一致する。また、回転ブラシ２３の
回転の中心点であるＹ４は、一辺の長さがｘ４の仮想正方形の対角線上にあり、壁体２４
の回転の中心点Ｘ４より４５°斜め下の前方に位置する。その為、壁体２４の回転の中心
点Ｘ４と回転ブラシ２３の回転の中心点Ｙ４は異なる位置に存在するので、回転ブラシ２
３は清掃体２５が絨毯、畳、床等の水平面、及び壁等の垂直面に接触し、壁体２４は掃除
機用床ノズル２１の内部に格納され、布帛２８が被清掃面に接触しないよう設定すること
が可能となる。その為、回転ブラシ２３は回転しながら、清掃体２５が絨毯、畳、床等に
付着している塵埃を掻き取り、あるいは掃き取り、図７（ａ）の矢印Ｅの吸引風により除
去されると共に、壁等に付着している塵埃を掻き取り、あるいは掃き取り、図７（ａ）の
矢印Ｆの吸引風により除去される。従って、掃除機用床ノズル２１の回転清掃体２２によ
り、被清掃面の水平面、及び垂直面に付着している塵埃は同時に除去される。
【００４３】
　次に、図８（ａ）、及び図８（ｂ）を用いて、他の実施の形態における掃除機用床ノズ
ル５１の回転清掃体５２を構成する回転ブラシ５３、及び壁体５４による被清掃面に付着
している塵埃の除去の仕組みについて説明する。図８（ａ）の如く、壁体５４は布帛５８
が絨毯、畳、床等の水平面、及び壁等の垂直面に接触し、回転ブラシ５３は掃除機用床ノ
ズル５１の内部に格納され、清掃体５５が被清掃面に接触しないよう設定されてある。す
なわち、図８（ｂ）の如く、布帛５８が表面に形成された壁体５４の一辺の高さをｘ５と
すると、壁体５４の回転の中心点であるＸ５は、一辺の長さがｘ５の仮想正方形の対角線
の交点と一致する。また、回転ブラシ５３の回転の中心点であるＹ５は、一辺の長さがｘ
５の仮想正方形の対角線上にあり、壁体５４の回転の中心点Ｘ５より４５°斜め上の後方
に位置する。その為、壁体５４の回転の中心点Ｘ５と回転ブラシ５３の回転の中心点Ｙ５
は異なる位置に存在するので、壁体５４は布帛５８が絨毯、畳、床等の水平面、及び壁等
の垂直面に接触し、回転ブラシ５３は掃除機用床ノズル５１の内部に格納され、清掃体５
５が被清掃面に接触しないよう設定することが可能となる。その為、壁体５４の表面に形
成されてある布帛５８が絨毯、畳、床等に付着している塵埃を拭き取り、図８（ａ）の矢
印Ｇの吸引風により除去されると共に、壁等に付着している塵埃に密着して拭き取り、図
８（ａ）の矢印Ｈの吸引風により除去される。従って、掃除機用床ノズル５１の回転清掃
体５２により、被清掃面の水平面、及び垂直面に付着している塵埃は同時に除去される。
【００４４】
　上記構成による本発明の実施の形態における掃除機用床ノズル１の回転清掃体２の動作
、作用は以下の通りである。
【００４５】
　回転清掃体２は回転駆動する回転ブラシ３、及び回転移動することにより被清掃面にた
いする接触面を切り替えられる略直角形状の壁体４からなり、前記壁体４は前記回転ブラ
シ３の外周面の近傍に位置するよう取り付けられてある為、被清掃面の形態により、別の
掃除機用床ノズルを使用することなく、一台の掃除機用床ノズル１で、塵埃の掻き取り、
掃き取り、あるいは拭き取りがなされ、回転清掃体２の被清掃面にたいする接触面を迅速
に切り替えることにより、絨毯、畳、床等の水平面、及び壁等の垂直面の２方向にたいし
て、塵埃が同時に除去される。その為、被清掃面の形態、及び被清掃面に付着している塵
埃の形状や種類に応じて、効率的に塵埃を除去することができると共に、清掃に費やす時
間の短縮を図ることができる。
【００４６】
　前記壁体４は表面に布帛８が形成されてある為、布帛８により、絨毯、畳、床等の水平
面、及び壁等の垂直面の塵埃の拭き取りがなされる。その為、被清掃面に傷を付けること
なく、塵埃の拭き取り除去ができる。
【００４７】
　また、前記壁体４に通風孔４７が形成されてある場合においては、壁体４の表面に形成
されてある布帛８により拭き取られた塵埃は、通風孔４７を介して除去されるので、布帛
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８に塵埃が付着することがなく、布帛８が汚れることもなく、壁体４の清掃機能を長期間
に渡って維持することができる。
【００４８】
　前記回転ブラシ３は絨毯、畳、床等の水平面に接触すると共に、前記壁体４は壁等の垂
直面に接触するよう構成されてある為、回転ブラシ３により、絨毯、畳、床等に付着して
いる塵埃の掻き取り、あるいは掃き取りがなされると同時に、壁体４により、壁等に付着
している塵埃の拭き取りがなされる。その為、回転ブラシ３が掻き取り、あるいは掃き取
りながら絨毯、畳、床等に付着している塵埃を除去し、壁体４が壁等に密着して、付着し
ている塵埃を拭き取りながら除去するので、塵埃除去性能が飛躍的に向上する。
【００４９】
　また、本発明の他の実施の形態における掃除機用床ノズル１１の回転清掃体１２の動作
、作用は以下の通りである。
【００５０】
　前記壁体１４は絨毯、畳、床等の水平面に接触すると共に、前記回転ブラシ１３は壁等
の垂直面に接触するよう構成されてある為、壁体１４により、絨毯、畳、床等に付着して
いる塵埃の拭き取りがなされると同時に、回転ブラシ１３により、壁等に付着している塵
埃の掻き取り、あるいは掃き取りがなされる。その為、壁体１４が、絨毯、畳、床等に付
着している塵埃を拭き取りながら除去し、回転ブラシ１３が壁等に付着している塵埃を掻
き取り、あるいは掃き取りながら除去するので、塵埃除去性能が大幅に向上する。
【００５１】
　また、本発明の他の実施の形態における掃除機用床ノズル２１の回転清掃体２２の動作
、作用は以下の通りである。
【００５２】
　前記回転ブラシ２３は絨毯、畳、床等の水平面、及び壁等の垂直面に接触するよう構成
されてある為、回転ブラシ２３により、絨毯、畳、床等の水平面、及び壁等の垂直面に付
着している塵埃の掻き取り、あるいは掃き取りが同時になされる。その為、回転ブラシ２
３が絨毯、畳、床等に付着している塵埃を掻き取り、あるいは掃き取り、壁等に付着して
いる塵埃を掻き取り、あるいは掃き取るので、塵埃の掻き上げ性能、すくい上げ性能を向
上させることができる。
【００５３】
　また、本発明の他の実施の形態における掃除機用床ノズル５１の回転清掃体５２の動作
、作用は以下の通りである。
【００５４】
　前記壁体５４は絨毯、畳、床等の水平面、及び壁等の垂直面に接触するよう構成されて
ある為、壁体５４により、絨毯、畳、床等の水平面、及び壁等の垂直面に付着している塵
埃の拭き取りが同時になされる。その為、略直角形状の壁体５４が、絨毯、畳、床等の水
平面、及び壁等の垂直面に密着して塵埃を拭き取ることができると共に、水平面と垂直面
が交差する直角部にたいしても壁体が密着するので、前記の如くの直角部に付着している
塵埃も確実に拭き取り、除去することができる為、塵埃除去性能が飛躍的に向上する。
【実施例２】
【００５５】
　図９にて、実施例２を示す。図９は、本発明の掃除機用床ノズルの回転清掃体が搭載さ
れてある電気掃除機の全体側面図である。図９において、４０は掃除機本体、４１は集塵
室、４２は電動送風機、４３は電動送風機室、４４はホース、４５はハンドルパイプ、４
６は延長管、５０は電気掃除機、６１は掃除機用床ノズルである。
【００５６】
　電気掃除機５０は、図９の如く、前部に塵埃を捕集する集塵室４１、後部に電動送風機
４２を内蔵した電動送風機室４３をそれぞれ備えた掃除機本体４０、集塵室４１に連通す
るように一端が掃除機本体４０に接続されるホース４４と、ホース４４の他端に設けられ
たハンドルパイプ４５に着脱自在に接続される延長管４６とを備え、延長管４６の他端に
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は掃除機用床ノズル６１が接続され、構成されている。なお、掃除機用床ノズル６１には
、本発明の掃除機用床ノズル６１の回転清掃体の一つが搭載されてある。
【００５７】
　上記構成により、掃除機本体４０を運転し、ハンドルパイプ４５を操作して、掃除機用
床ノズル６１を被清掃面上で操作すると、本発明の回転清掃体により、塵埃が掻き取り、
掃き取り、あるいは拭き取られ、電動送風機４２による吸引力で、空気と共に塵埃が、延
長管４６、ホース４４を通って、集塵室４１に流れ、捕集される。
【００５８】
　実施例２の電気掃除機５０は、上記の如くの構成となっているので、吸引力を発生させ
る電動送風機４２と、塵埃を捕集する集塵室４１と、前記集塵室４１に連通するように接
続される掃除機用床ノズル６１とを備え、前記掃除機用床ノズル６１に、本発明のいずれ
か一つの掃除機用床ノズル６１の回転清掃体を配した電気掃除機５０としたものである為
、極めて確実に塵埃が除去される。その為、集塵性能に優れた電気掃除機５０を提供する
ことができる。
【産業上の利用可能性】
【００５９】
　本発明の掃除機用床ノズルの回転清掃体は、多様化する被清掃面の形態、及び塵埃の形
状や種類に対応して、一台の掃除機用床ノズルで、塵埃の掻き取り、掃き取り、あるいは
拭き取りができるものであり、電機掃除機の床ノズルに限らず、床面洗浄機や床磨き機、
壁磨き機等にも適用できるものである。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】本発明の掃除機用床ノズルの回転清掃体を搭載した上蓋を除いた掃除機用床ノズ
ルの上面を前面側から見た斜視図
【図２】回転清掃体を搭載した掃除機用床ノズルの下面の斜視図
【図３】回転清掃体の展開斜視図
【図４】（ａ）掃除機用床ノズルに組み付けられた回転清掃体を正面から見た断面図、（
ｂ）軸受けに回転軸受けが挿入された平面図
【図５】（ａ）掃除機用床ノズルの上面図、（ｂ）（ａ）のＺ－Ｚ断面図、（ｃ）回転ブ
ラシと壁体の回転の中心点の位置を示す断面図
【図６】（ａ）本発明の他の実施の形態における掃除機用床ノズルの断面図、（ｂ）回転
ブラシと壁体の回転の中心点の位置を示す断面図
【図７】（ａ）本発明の他の実施の形態における掃除機用床ノズルの断面図、（ｂ）回転
ブラシと壁体の回転の中心点の位置を示す断面図
【図８】（ａ）本発明の他の実施の形態における掃除機用床ノズルの断面図、（ｂ）回転
ブラシと壁体の回転の中心点の位置を示す断面図
【図９】本発明の掃除機用床ノズルの回転清掃体が搭載されてある電気掃除機の全体側面
図
【符号の説明】
【００６１】
　１、１１、２１、５１、６１　掃除機用床ノズル
　２、１２、２２、５２　回転清掃体
　３、１３、２３、５３　回転ブラシ
　４、１４、２４、５４　壁体
　５、１５、２５、５５　清掃体
　６、１６、２６、５６　ロータ
　７　溝部
　８、１８、２８、５８　布帛
　９　穴部
　１０　下蓋
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　１７、２７、４７、５７　通風孔
　１９　上蓋
　２９　孔部
　３１　モータ
　３２　ベルト
　３３　プーリー付き軸受け
　３４　回転軸受け
　３５　軸受け
　３６　押さえ車
　３７　回転ダイヤル
　３８　凸部
　３９　凹部
　４０　掃除機本体
　４１　集塵室
　４２　電動送風機
　４３　電動送風機室
　４４　ホース
　４５　ハンドルパイプ
　４６　延長管
　４９　切り込み部
　５０　電気掃除機
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